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第３次村上市総合計画等の進捗管理について（答申） 

 

令和５年６月２９日付け、村企第１５２号で諮問のありましたこのことにつ

いて、これまで審議を重ねた結果、下記のとおり取りまとめましたので答申しま

す。 

  

 

記 

 

 

 第３次村上市総合計画開始から２か年が経過し、計画期間の中間年度である

今年度は、第３次村上市総合計画、第２期村上市総合戦略及び村上市過疎地域持

続的発展計画（以下「村上市総合計画等」という。）で規定されている各課が実

施した取組から得られた成果と課題、今後の取組を中心に進捗管理及び横断的

検証を実施しました。 

 村上市総合計画等に登載されている評価対象となる成果指標１６０項目のう

ち令和４年度・５年度の２か年度で１２８項目、８０％が向上しており、計画の

進捗は着実に目標値に向かって進行していると判断します。 

 今年度は、計画期間の３年目の中間年度であることから、目標達成が難しいと

判断される事業については、後半の実施に向けてこれまでの手法を見直し達成

に向けた方策を検討する必要があると考えます。 

 審議会で各委員から出された以下の意見等に留意して、今後も確実に事業を

遂行するとともに、第３次総合計画におけるまちの将来像である「あふれる笑顔

のまち村上」の実現に向けて、引き続き取組を進めてください。 

 

 

 



１．基本目標１ 子育てと健康のまち 

評価対象となる成果指標３５項目のうち１８項目が、令和４年度・５年度の２

か年度で目標値の５割以上を達成しており、他の基本目標と比較すると成果が

現れている指標数が最も多く、横断的検証においても基本目標１以外の事業で

「子育て」に関連する事業が多いことから、村上市が「子育て」を重点的に進め

ていると評価できます。引き続き重層的な事業の展開を推進してください。 

高齢者・障がい者福祉分野では、高齢化が進み近所同士の支え合いが困難な地

域も見られ、特に中山間地域においては、そうした傾向が顕著に表れています。

そうした中、自ら相談できない高齢者・障がい者が孤立することがないよう、地

域や関係機関との連携をさらに深め、高齢者・障がい者を見守る支援体制などの

社会環境整備を推進してください。 

 

２．基本目標２ 豊かで安心なまち 

評価対象となる成果指標４０項目のうち、２か年度で８０％が向上しており、

順調に目標値に向かって取組が進んでいると判断します。 

特殊詐欺等対策の分野は、情報提供と啓発活動の取組をさらに進め、市として

効果的な被害防止対策を実施してください。 

 空き家対策の分野では、解体費用の負担が大きいことや、解体費用の上昇によ

る課題があることから、解体費用の支援の検討や解体が進む環境整備をさらに

進めていく必要があると考えます。 

 今後の交通インフラの整備の分野では、人口減少や高齢化といった社会の変

化に対応した交通手段の導入を検討し、交通インフラの整備に努めてください。 

 

３．基本目標３ 魅力ある賑わいのまち 

 成果指標３７項目のうち、２か年度で約７６％が向上しており、取組の成果が

見受けられます。 

農業分野は、交流・定住の取組を通じて、農業体験や農業者との交流を促し、

新たな農業人材を確保するなど地域資源を活用した多様な展開が可能であるこ

とから、他の基本目標に属する事業とも連携し、人材確保・顧客の開拓につなが

る政策の展開を検討してください。 

 また、若者が市内で働く希望が持てるよう、新しい産業の振興や教育・キャリ

ア支援、地域企業との連携をさらに進めてください。 

  

４．基本目標４ 人が輝く郷育のまち 

 成果指標２２項目のうち、２か年度で約６８％が向上しておりますが、目標達

成が困難な指標が約３２％と高いことから、目標達成が困難と判断される事業

については、事業手法の見直しを検討してください。 



少子化の進行により、子ども同士の交流やお互いの刺激を受ける機会が減少

しています。交流する機会を増やすなどの教育や社会環境の整備を推進してく

ださい。 

 社会教育・生涯学習の分野では、デジタルの可能性を最大限に活用し、学びの

機会を拡大して地域の交流と発展に努めてください。 

 

５．基本目標５ 多様性が広がるまち 

評価対象となる成果指標２６項目のうち、２か年度で約８８％が向上してお

り、取組の成果が見受けられます。 

幅広い世代の方々に向けて、自身の権利を知り、尊重されることの重要性を理

解するための人権や性の多様性に配慮した啓発活動や情報提供の取組をさらに

推進してください。 

 地域づくり分野は、交流、定住の取組を通じて他の基本目標の分野にも多様な

展開が可能であることから、他の基本目標に属する事業とも連携し、持続可能な

地域の発展を図ってください。 

市ホームページについては、個別のニーズや関係する情報に簡単にアクセス

できるよう、利便性の向上に努めてください。また、事業やイベント等の更新情

報を常に発信し、市の魅力を最大限に発信できるようなホームページづくりを

進めてください。 

  

６．横断的視点 

 ３つの横断的視点に加え、男女共同参画の視点は、子育てや就労に限らず、防

災や定住などあらゆる事業及び施策に関わっています。全ての部署が共通理解

のもと、実施している事業については関連性を明確に表現するよう意識を持っ

てください。 

また、様々な政策課題は人口減少に起因する場合が多く、限りある行政資源を

集中的に活用する観点からも、横断的視点に立って統一性のある施策の展開に

努めてください。 

あらゆる課題に共通する人口減少問題に対し、関係人口の層を厚くすること

は重要であり、地域の魅力を最大限に引き出して、多様な交流、関係人口の底上

げや重層化を図るなど効果的な取組を進めてください。 

 


